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名称 職種 勤務年数 離職理由 離職後




B 幼稚園教諭 ３ヶ月 過労 幼稚園教諭
C 保育士 １年６ヶ月 過労人間関係 販売員
D 保育士 １年 過労 幼稚園教諭
E 小学校教諭 １年１ヶ月 保護者関係 派遣事務員












































































































































































































































































































































で G の働きぶりを非常に高く評価していた。G 自身も、校
長に信頼を置いていたものの、他の教員からの仕事の押し
付けに関して、どうしても相談することができなかった。
２月のインタビューの時点で、校長は G が来年度も同校に
残ってくれることを期待しており、実際 G にその打診が来
たものの、本人にもう１年、同じ学校で仕事を続ける気力
は残っていなかった。
実家に戻るべきか、もしくは鹿児島で再就職すべきか悩
んでいる３月末に、実家のある島の母校から電話がかかっ
てきた。家からも近く、小学校教諭になることを決めたきっ
かけとなった教育実習も行った学校であり、教師や児童の
顔も見知っており、G はそこで期限付き教師として働くこ
とを即決した。
同校には特別支援学級が２クラスあり、G はそのうちの
１クラスを受け持ち、３年生、４年生、５年生それぞれ１
人ずつの担任をしている。特別支援学級では、国語・算数・
理科・社会・道徳を教え、またティーム・ティーチングで
日常生活の指導と生活単元学習をもうひとつの特別支援学
級の担任とともに担当している。週に平均27から28時間の
授業をこなすため、空き時間は週に１時間という状況であ
り、また３学年にわたって異なる年齢の児童が混在する特
別支援学級の授業は、例えば３年生は国語、４年生は社会、
５年生は算数をといった具合に複数教科を同時にすすめな
ければならず、また時間割の都合上、３学年とも同じ教科
となっても、内容は学年によって異なるため、必ず３つの
授業を用意する必要がある。
このように労働量では、前年度とほぼ同等であるが、も
ともと努力する力を持つ G にとって、重要なことは労働量
ではなく労働環境であった。現在ともに働くもう一つの特
別支援学級の担任教諭は、G を小学校教育実習で担当した
教員であり、人間関係が築けており、またその働きぶりは
G にとって尊敬できるものであった。同僚教師が自分以上
に働く姿を見、また他の教諭との関係も日々構築されてい
く中で、今、G は充実感に包まれ仕事をしている。
G の事例は、厳しい労働下にあって、人を奮い立たせる
ものは、仕事のやりがいではなく、周りの理解とサポート
だということを示しているのかもしれない。
４．まとめ
若い頃の苦労は買ってでもしろとは、自らの成長の機会
を得ること、そして自らの苦しい体験が他者の苦しみを理
解するための間主観力を伸ばす契機となることの両面性か
らくるものであろう。ドストエフスキーは『カラマーゾフ
－23－
保育・教育現場における早期離職の原因とその後
の兄弟』の中で、死に際のロシア正教会ゾシマ長老から誠
実な弟子アリョーシャへの遺言として次のように言わしめ
させている。「お前は大きな悲しみを見ることだろうが、そ
の悲しみの中で幸せになれるだろう。悲しみのうちに幸せ
を求めよ（中略）働きなさい、倦むことなく働くのだよ」（上
巻，p185）と。これは保育者として、教育者として生きて
いく上で、本質的な言葉である。喜びの中に幸せを感じる
ことは誰もができるが、人々の悲しみの中に、そして自ら
の悲しみの中に幸せを見出すことができることこそ教育者
に必要な資質だからだ。
子どもを育む場所である保育所や幼稚園、そして学校、
それらを担っているのはそこで働く保育士や教諭であり、
彼らの成長なしでは教育は成り立たない。日本の教師の専
門家としての成長は、実質的には高等教育というよりも、
むしろ現場において担われてきた。しかし、この専門家文
化がこの30年間衰退し形骸化し続け、教師を専門家として
育てる機能を弱めている（佐藤2015）。多岐にわたる仕事の
増加、過剰な規制緩和、それらが教育現場から、新任教諭
を育成する余裕を奪い取っている。
これまでに記述した６名の職場状況は様々であり、苦労
の果てに力尽きたもの、より良い環境に巡り会えたものな
ど、離職の理由は同じであっても、一人一人その過程は異
なる。いかなる差異がそのような違いを生み出すのであろ
うか。私たち教育研究者こそが、保育士や幼稚園・学校教
諭の、そして子どもたちの悲しみに目を向け、その中に希
望を見出すことのできる研究を推し進めていくことが求め
られるのではないだろうか。今後はさらに、苦しい環境に
ありながらも大きな変容を遂げている教育者や彼女たちを
雇う園側が抱え直面している課題、そして可能性に焦点を
当て研究を進めていきたい。
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